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人
口
動
態
並
行
法
則
を
論
ず

人
口
動
態
並
行
法
則
を
論
ず

谷

選

麿

で
は

し

:6. 

き

出
生
率
減
退
の
原
因
を
如
何
に
説
明
す
る
か
は
今
日
の
人
口

閉
ま
酬
に
於
て
最
も
重
要
注
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
近
代
的
文
明

諸
園
の
出
生
率
減
退
が
皐
問
上
の
問
題
と
し
亡
取
上
げ
ら
れ
て

以
来
、
共
の
原
因
観
は
種
々
の
艶
遜
を
経
て
今
向
ほ
決
定
的
結

論
に
到
達
し
て
居
た
い
。
人
口
動
態
並
行
法
則
は
出
生
率
減
退

の
原
闘
を
説
明
す
る
準
設
と
し
て
、
先
づ
第
一
に
世
に
出
た
も

の
で
あ
り
、
今
日
既
に
か
L

る
方
法
論
は
捨
て
L
顧
み
ら
れ
な

い
と
云
ひ
得
る
。
然
し
た
が
ら
、
人
口
動
態
並
行
法
則
が
採
る

所
の
方
法
論
の
是
非
は
別
と
し
て
、
斯
る
a
A

法
則
が
理
論
的
に

正
嘗
な
り
や
の
研
究
は
、
仮
令
そ
れ
が
出
生
率
の
減
退
を
説
明

し
得
た
い
と
し
て
も
、
倫
ほ
一
宇
の
存
在
理
由
を
持
っ
と
考
へ

る
。
何
と
た
れ
ば
、
私
は
出
生
、
死
亡
二
率
の
過
去
に
於
け
る

並
行
を
事
質
上
否
定
し
得
友
い
が
故
に
、
と
の
並
行
関
係
そ
の

第
三
十
五
巻

七
二
四

第
五
競

一ニ八

も
の
L

理
論
的
究
明
が
結
局
如
何
た
る
結
論
に
到
達
す
可
き
か

は
極
め
て
興
味
あ
る
問
題
と
信
ゃ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
小
論
の
目
的
は
、
出
生
、
死
亡
二
率
聞
の
並
行
関
係
を
事

資
に
就
い
て
詮
明
し
、
二
率
の
因
果
関
係
を
明
か
に
し
て
事
責

上
の
並
行
の
上
に
一
個
の
法
則
の
樹
立
が
可
能
で
あ
る
か
否
か

の
検
討
で
あ
る
。
そ
れ
は
過
去
に
於
て
既
に
存
在
す
る
皐
読
の

批
判
で
あ
っ
て
、
出
生
率
滅
退
の
原
問
視
に
一
つ
の
新
ら
し
い

見
僻
ψ
附
加
し
件
る
も
の

Tι
沿
い
り

=
、
人
口
動
態
並
行
法
則

近
代
的
女
明
諸
国
に
於
て
は
一
様
に
出
生
率
の
減
退
が
観
察

そ
れ
が
人
口
理
論
及
び
人
口
政
策

k
極
め
で
軍
要
た
問

さ
れ
、

題
と
し
て
取
扱
は
れ
つ
L
あ
る
事
は
注
目
に
値
す
る
。
然
る
に

統
計
的
観
察
に
依
れ
ば
、
出
生
率
と
並
ん
で
他
方
死
亡
率
も
亦

殆
ん
ど
同
時
に
漸
減
傾
向
に
あ
る
事
が
認
め
ら
れ
、
人
口
の
地

域
的
観
察
に
於
て
も
大
槌
に
於
て
出
生
率
と
並
ん
で
死
亡
率
に

高
低
あ
る
事
は
、
既
に
早
く
ナ
ト
レ

l
に
於
で
認
め
ら
れ
て
居

る。

Qutelet， Physique Sociale. 1869 Livre deuxi.cme. (初版 1835年)



斯
く
の
如
き
出
生
、
死
亡
二
率
の
並
行
的
閥
係
を
統
計
的
に

賓
詮
し
.
夏
に
二
率
の
聞
に
於
け
る
因
果
関
係
の
存
在
を
論
詮

し
て
一
個
の
法
則
を
樹
て
、

一
方
が
他
方
を
規
制
す
る
と
論
や

る
も
の
は
即
ち
人
口
動
態
並
行
法
別
で
あ
る
。
従
っ
て
と
の
法

則
は
詳
細
に
云
へ
ば
、

4
、
或
る
一
位
曾
の
出
生
率
が
高
け
れ
ば
、
其
の
枇
曾
の
死
亡
率

は
高
く
、
出
生
率
が
弱
け
れ
ば
.

死
亡
率
も
亦
弱
い
。

~: 
ν、

ふ
静
的
地
域
的
法
則
と
、

ロ
、
減
る
枇
曾
の
出
生
率
が
干
臨
す
れ
ば
、
共
の
一
枇
A

羽
hu

一札亡

率
は
下
降
し
、
出
生
率
が
上
昇
す
れ
ば
、
死
亡
率
も
亦
上
昇

す
る
。
と
い
ふ
動
的
時
間
的
友
法
則
。

と
の
こ
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
居
る
。
而
し
て
同
じ
〈
出

生
、
死
亡
二
率
の
並
行
及
び
二
奉
聞
の
因
果
関
係
を
認
む
る
に

し
で
も
、
共
の
何
れ
を
原
因
と
見
、
何
れ
を
結
果
と
見
る
か
に

依
っ
て
根
本
的
に
相
異
た
る
二
つ
の
見
解
を
生
や
る
事
も
見
易

い
所
で
あ
る
。
印
ち
、
出
生
率
の
高
低
増
減
を
原
閃
と
解
し
、

死
亡
率
に
於
け
る
高
低
増
減
は
そ
の
結
果
た
り
と
見
る
も
の
は

出
生
卒
論
で
あ
り
、
逆
に
死
亡
容
に
於
け
る
高
低
昇
降
が
出
生

人
口
動
態
並
行
法
則
を
論
ず

卒
に
於
け
る
高
低
昇
降
を
結
果
す
る
と
説
く
も
の
は
所
謂
死
亡

卒
論
で
あ
る
。
従
っ
て
出
生
死
亡
二
率
の
地
域
的
時
間
的
並
行

関
係
の
存
在
を
認
め
、
二
率
の
間
に
因
果
の
開
係
あ
り
と
主
張

ず
る
も
の
が
、
人
口
動
態
並
行
法
則
友
り
と
解
す
る
に
於
て
は
、

出
生
卒
論
、
死
亡
率
読
共
に
人
口
動
態
並
行
法
則
及
る
名
構
の

下
に
包
合
さ
る
可
き
で
あ
る
が
、
雨
設
は
俄
令
結
論
は
一
致
ナ

る
と
し
て
も
根
本
的
に
相
反
し
た
主
張
で
あ
り
、
全
〈
別
個
の

法
則
と
し
て
取
扱
は
る
可
き
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
紅

が
ら
.
回
以
令

K
1
・
坊
箆
世
A
T
去
リ
t

:
コ
b
l
]
L

コ藍
H
乙
与
亡

4
i
A
P
l
a
司
JaF品

l
r
f
z
p
nパ
泊

I
t
d
n
l
q
E
E
J
I
S
て

営
然
死
亡
率
説
と
解
す
可
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
と
の
法
則
の

批
判
に
際
し
で
は
二
説
平
等
に
論
ぜ
ね
ば
包
括
的
結
論
に
到
達

す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
但
し
と
の
小
論
に
於
て
は
、
死
亡

窓
・
設
の
批
判
に
止
め
、
出
生
率
設
に
闘
す
る
限
り
他
の
機
舎
に

譲
る
で
あ
ら
う
。

註

死
亡
率
試
の
批
列
に
止
む
る
ζ

の
小
論
に
、
「
人
口
動
態
並
行
法
則

を
論
ず
」
、
と
云
ふ
題
を
冠
す
る
事
は
不
首
白
知
〈
で
あ
品
が
、
苑

亡
率
説
が
一
般
に
こ
白
法
則
を
代
表
し
、
出
生
率
説
に
到
フ
て
は

殆
ん
ど
全
〈
顧
み
ら
れ
な
い
今
日
教
え
て
不
可
な
寺
を
信
ず
。

人
口
動
態
並
行
法
則
の
歴
史
は
是
を
省
略
す
る
。
固
め
同
RES-

第
三
十
五
巻

七

互五

第
五
務

一
二
丸



人
口
動
態
並
行
法
則
を
論
ず

ロ
恥
官
官

-pts-
及
び
林
裏
海
、
人
口
理
論
参
照
。

一、
ベ
ル
テ
ィ
ヨ
シ
の
人
ロ
動
態
並
行
法
則

人
口
動
態
並
行
法
則
の
大
成
者
で
あ
り
、
死
亡
率
設
の
代
表

者
ム
」
目
さ
る
L

ジ
ヤ
ツ
夕
、

ペ
ル
テ
ィ
ヨ
ン
に
依
れ
ば
、

2
 

j

岳

、

2

0

法
則
は
凡
そ
次
の
如
ぐ
述
べ
ら
れ
て
開
忠
之

と

の

『
一
般
的
法
則
に
於
E
は
、
同
一
白
闘
に
於
け
る
出
生
率
と
死
亡
惑
と

は
粧
互
に
相
蛍
ん
で
高
に
ご
者
は
同
一
の
固
に
於
て
は
相
並
ん
で

弱
い
。
換
言
す
れ
ば
、
或
る
固
に
於
で
死
亡
率
が
強
V

場
合
に
は
、

そ
の
出
生
率
は
強
〈
、
而
し
て
同
様
に
死
亡
率
が
弱
い
場
合
に
は
出

生
率
は
弱
い
。
』

と
。
以
上
は
山
内
生
、
死
亡
一
一
極
干
の
地
域
的
並
行
を
説
く
も
の
で

あ
る
が
、
彼
は
夏
に
、
『
婚
姻
率
に
就
い
て
も
人
々
は
殆
ん
ど
同

様
に
云
ひ
得
る
。
』
と
た
し
、
『
共
れ
は
一
般
に
人
口
の
他
の
二

つ
の
動
ぎ
が
高
い
悶
々
で
は
強
〈
、
他
の
図
々
で
は
弱
い
。
然
し

と
の
閥
係
は
前
者
程
重
要
で
は
た
い
o
』
と
述
ぺ
て
居
る
。
縫
っ

て
ペ
ル
ア
ィ
ヨ
ン
の
人
口
動
態
並
行
法
則
は
、
出
生
、
死
亡
二
率

の
並
行
的
困
間
前
関
係
の
主
張
で
あ
っ
て
、
是
に
婚
姻
率
を
加
ふ

可
き
で
は
左
〈
、
婚
姻
率
は
唯
因
果
関
係
に
於
け
る
媒
概
念
と

第
三
十
五
巻

第
五
就

一
三

O

七
二
大

し
て
視
察
さ
れ
た
と
見
る
可
き
で
あ
ら
う
。

右
の
如
〈
ペ
凡
-7

ィ
ヨ
ン
は
出
生
、
死
亡
ニ
率
の
地
域
的
並

行
関
係
を
論
じ
た
る
後
、
夏
に
幾
多
の
統
計
的
事
寅
に
徴
し
て
、

『
新
〈
で
若
し
死
亡
率
が
強
け
れ
ば
出
生
率
は
強
い
と
い
ふ
か
の
一
般

的
法
則
は
箕
で
あ
る
。
若
し
死
亡
率
が
弱
け
れ
ば
出
生
率
は
弱
い
。

若
し
死
亡
率
が
上
昇
す
ば
れ
出
生
率
は
上
昇
し
、
若
し
死
亡
率
が
下

降
す
れ
ば
出
生
率
は
下
降
ナ
ム
。
』

LH-
北山
p
¥

亡
、
同
主
.
吃
土

4

一
極
限
也
或
'
門
と
佐
子
閣
不
L
V
に
は
ず
p
b

I
d
-
-
f
l
2
2
1
1
f
l
、
1
1
f
t
ノ

11d

と
同
時
に
時
間
的
、
動
的
推
移
に
於
て
も
亦
並
行
的
過
程
を
辿

る
事
を
説
き
・
十
数
ナ
園
の
統
計
を
拳
げ
て
是
が
論
霞
に
努
め

【

R
-
}

て
居
る
。
そ
の
中
二
三
の
例
を
示
せ
ば
左
表
の
如
〈
で
あ
る
が
、

亡

z
n

死
率

22 

20 

18 

17 

16 

斯
か
る
並
行
的
聞
係
を

Suede 

30 

27 

如
何
に
し
で
説
明
せ
ん

生

ザ

担

問

叫

曲
率

33 

29 

31 

と
す
る
か
、
以
下
人
口

亡
杉
田
必

死
容

27 

29 

28 

28 

24 

動
態
並
行
法
則
の
理
論

Saxe 

39 

的
根
擦
に
移
る
。

生
V
M
m叫

出

車

中

39 

43 

42 

41 
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1861ー 70
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問
、
人
ロ
動
態
並
行
法
則
の
理
論
的
根
擦

出
生
、
死
亡
二
率
の
地
域
的
、
時
間
的
並
行
は
如
何
に
し
て

成
立
す
る
か
、
是
に
封
ず
る
解
答
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
一
一
率
聞
に
因
果
関
係
を
認
む
る
説
。

ィ
、
死
亡
率
を
原
図
的
要
素
と
見
る
死
亡
率
説
。

ロ
、
出
生
率
を
原
因
た
り
と
解
す
る
出
生
率
説
。

一
一
、
ニ
率
問
陀
因
果
関
係
を
認
め
守
、
各
丸
、
湖
玄
K
動
く
と
友

す
説
。

右
の
中
、
ニ
率
聞
に
因
果
関
係
を
認
め
な
い
設
は
今
全
く
是

を
看
過
す
る
。
目
疋
鹿
に
批
判
せ
ん
と
す
る
も
の
は
↑
の
中
一
死
亡

率
試
に
限
定
さ
れ
る
。
而
し
て
死
亡
率
設
の
根
擦
は
凡
そ
次
の

如
く
で
あ
る
。

4
、
死
亡
率
の
高
低
増
減
は
婚
姻
率
の
高
低
増
減
の
原
因
で
あ

り
、
婚
姻
卒
の
高
低
増
減
は
必
然
に
出
生
卒
の
高
低
培
減
を

結
果
す
る
が
故
に
、
死
亡
率
は
出
生
率
を
規
制
す
る
の
私
は

日
疋
を
経
済
的
説
明
と
見
る
。

吋
、
乳
児
死
亡
が
そ
の
雨
親
の
意
思
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
ふ
る

人
口
動
態
並
符
法
則
を
論
ず

に
、
乳
児
死
亡
の
増
加
は
、
爾
親
の
意
思
に
出
生
率
を
商
か

ら
し
む
る
操
作
閥
し
、
反
動
に
乳
児
死
亡
の
減
少
は
出
生
率

に
謝
し
て
遁
降
的
作
用
を
及
ぼ
す
。
私
は
是
を
心
理
的
説
明

と
見
る
@

死
亡
率
設
が
採
り
得
る
論
協
は
主
と
し
て
右
の
二
貼
に
護
き

ペ
ル
テ
ィ
ヨ
ン
は
是
を
左
の
如
〈
説
明
し
て
同
る
。

る
が
、

『
死
が
生
を
規
制
ナ
る
事
を
説
明
す
る
鴛
め
に
は
甚
だ
簡
単
で
あ
り
、

そ
し
て
私
的
意
見
で
は
非
常
に
頁
い
我
明
が
あ
る
戸
と
胃
頭
し
で
、

叶
凡
ゆ
る
列
じ
は
列
亡
者
の
年
齢
的
知
川
沿
悶
は

f
J尚
然
に
山
内
f
E

刺
戟
す
る
傾
肉
が
あ
る
。
幼
児
の
場
舎
は
加
何
?
英
の
一
闘
視
は
彼

等
の
愛
情
を
他
の
子
供
に
移
す
必
要
を
感
ず
る
。
吾
々
は
特
に
フ
ラ

ン
見
に
於
て
多
く
の
斯
く
の
知
害
事
例
を
見
る
。
成
人
白
場
合
は
如

何
?
彼
の
死
は
一
円

J

の
空
職
を
浸
す
。
だ
か
島
英
の
苑
は
新
家
庭

の
創
設
を
、
従
ワ
て
新
た
な
子
供
の
創
造
を
許
す
。
最
後
に
老
人
の

場
合
は
加
何
?
結
論
は
同
一
だ
。
何
故
か
な
ら
表
し
彼
が
貧
乏
な

ら
ば
、
其
の
死
は
子
供
等
か
ら
結
婚
の
可
能
を
妨
仁
る
所
白
責
措
を

取
除
〈
し
、
若
し
彼
が
富
ん
で
居
る
な
ら
ば
、
そ
の
相
績
は
子
供
等

の
濁
立
、
そ
し
て
結
婚
を
可
能
に
す
る
。
斯
〈
の
知
〈
に
し
て
人
h

は
出
生
率
と
死
亡
率
と
白
聞
に
存
在
す
る
極
め
て
密
接
な
相
闘
を
了

解
し
、
而
し
て
同
様
に
其
等
冒
と
婚
姻
率
と
の
聞
に
存
在
す
る
柑
闘
を

も
了
解
す
る
。
』
と
。

第
三
十
五
巻

第
五
競
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人
目
動
態
並
行
法
則
を
論
ず

右
に
引
用
し
た
ペ
ル
テ
ィ
ヨ
ン
の
説
明
は
彼
が
死
亡
率
読
を

採
っ
た
事
を
明
瞭
に
誼
明
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
死
亡
率
と
婚

姻
卒
、
婚
姻
率
と
出
生
卒
、
乳
児
死
亡
率
と
一
般
死
亡
率
、
乱

児
死
亡
率
と
出
生
卒
、
従
っ
て
死
亡
率
と
出
生
率
と
の
聞
に
、

果
し
て
彼
が
主
張
す
る
が
如
き
密
接
友
因
果
関
係
の
存
在
が
論

死
亡
率
読
の
批
判

E
し
ゃ
う
ω

澄
さ
れ
得
る
か
否
か
、
以
下
順
夫
共
等
の
諸
黙
を
明
か
に
し
て

玉
、
ベ
ル
テ
ィ
ヨ
シ
訟
の
批
判
に
就
い
て

ベ
ル
テ
ィ
ヨ
ン
の
名
著
ロ
守
口
司
己
主
C
E
【

r
g
H
H
-
-
S
2・
中
に

港
べ
ら
れ
た
人
口
動
態
並
行
法
則
は
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
減
退
針

策
と
し
て
、
死
亡
の
減
少
を
期
待
す
る
凡
で
の
政
策
が
、
結
局

無
意
義
で
あ
る
事
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
是
の
法
則
の
批

判
に
は
首
然
に
弐
の
二
黙
が
明
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

、，J一
、
出
生
、
死
亡
二
率
の
問
に
並
行
関
係
あ
り
や
否
や
。

二
、
出
生
、
死
亡
ニ
率
聞
の
因
果
関
係
。

上
並出
行生

田死
諜 E
2率
2L閑
叫の
す

国
る

主i主
事
.，M闘
Z珂 f系
山 は
め、
ら是
れ等
て二
後 率
、ι〉

始閉
めに
て事
問責

第
三
十
五
巻

七

A 

第
五
務

一ー一ー一

題
と
怒
り
得
る
が
、
と
の
因
果
閥
係
の
検
討
は
、
死
亡
率
説
、

従
っ
て
ペ
ル
テ
ィ
ヨ
ン
の
所
設
に
封
す
る
場
合
、
左
の
如
き
順

序
に
従
ふ
可
き
で
あ
る
。
部
ち
、

婚
姻
率
を
介
し
て
の
説
明
に
封
し
て
は
、

、.J-q
、
死
亡
率
の
高
低
動
揺
は
、
婚
姻
卒
に
如
何
た
る
結
果
を
来

ず
か
。

)
 

官
、
婚
姻
率
の
高
低
動
揺
は
出
生
率
に
封
し
て
如
何
友
る
閥
係

あ
り
や
。

乳
児
死
亡
率
を
介
し
て
の
説
明
に
射
し
で
は
、

い
、
乳
児
死
亡
率
が
↓
般
死
亡
率
に
及
ぼ
ナ
影
響
。

件
、
乳
児
死
亡
率
の
培
減
高
低
は
出
生
容
の
増
減
高
低
を
結
果

し
得
る
か
。

以
上
回
黙
の
詳
細
友
研
究
が
、
始
め
て
出
生
卒
と
死
亡
率
と

の
聞
に
於
け
る
凶
果
関
係
の
存
否
を
明
瞭
な
ら
し
め
得
る
と
信

や
る
。

六
、
出
生
宛
亡
ニ
率
聞
の
並
行
関
係

近
代
的
出
生
李
の
減
退
が
主
と
し
で
文
明
圏
一
般
に
起
り
、



同
時
に
死
亡
率
の
減
退
も
統
計
的
に
観
察
さ
る
L
事
は
既
に
漣

ぺ
た
。
従
っ
て
素
朴
的
に
は
こ
率
の
聞
に
賓
際
上
並
行
関
係
あ

り
と
一
式
ひ
得
る
が
如
〈
で
あ
る
。

ペ
ル

d

プ
ィ
ヨ
ン
も
数
多
の
統

計
を
援
用
し
て
是
を
賃
設
し
た
が
、
と
L
に
最
も
注
意
す
可
き

事
は
人
口
動
態
の
比
較
研
究
が
常
に
地
域
的
比
較
と
、
時
間
的

比
較
の
雨
方
面
を
持
つ
事
で
あ
る
。

ペ
ル
テ
ィ
ヨ
ン
も
亦
乙
の

二
方
法
を
用
ひ
て
居
る
。
然
し
友
が
ら
地
域
を
具
に
す
る
枇
曾

の
人
口
動
態
を
比
較
す
る
に
蛍
つ
て
は
、
地
域
を
異
に
す
る
事

自
償
よ
り
生
や
る
結
刷
却
を
廠
刷
新

κ帯
感
し
、
日
却
を
吋
及
酌

K
性一

除
す
る
の
持
を
怠
つ
て
は
な
ら
ね
。
例
へ
ば
或
る
二
つ
の
枇
舎

の
比
較
に
於
て
、
共
の
全
人
口
の
年
齢
構
成
を
考
慮
の
外
に
置

い
て
各
々
の
人
口
動
態
を
見
る
事
は
殆
ん
ど
無
意
味
で
あ
り
、

同
様
に
人
種
、
気
候
、
風
習
、
文
化
の
程
度
、
法
律
制
度
、
移

出
入
氏
、
離
婚
率
、
私
生
率
等
に
到
る
ま
で
一
一
臆
の
観
察
は
必

ら
や
や
必
要
で
あ
る
。
勿
論
或
る
枇
曾
の
人
口
動
態
を
時
間
的

に
観
察
す
る
に
際
し
で
も
、
そ
の
全
人
口
の
年
齢
構
成
が
漸
衣

或
る
程
度
の
愛
化
を
来
す
事
、
及
び
移
民
離
婚
等
に
就
い
て
の

考
慮
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
多
〈
の
揚
合
其
等
の
要
素
が
結
論

入
ロ
動
態
並
行
法
則
を
論
ず

に
ま
で
浸
透
し
て
理
論
の
混
乱
を
来
す
沿
そ
れ
は
先
づ
た
い
と

考
へ
得
る
。
従
っ
て
私
は
人
口
動
態
の
研
究
に
於
け
る
殆
ん
E

凡
て
の
地
域
的
比
較
を
甚
だ
し
く
軽
戒
す
る
。
何
故
か
た
ら
多

教
の
図
々
に
就
い
て
数
多
の
異
左
れ
る
事
情
を
正
嘗
に
考
慮
し

で
、
是
を
秤
量
取
捨
す
る
事
が
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
過
去
の

多
く
の
統
計
が
是
を
敢
え
て
震
し
た
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
か
ら

で
あ
る
、
以
下
私
が
是
を
問
ふ
る
事
度
々
で
あ
る
と
し
て
も
、
其

れ
が
結
局
参
考
と
し
て
掲
げ
ら
る
L
に
遁
ぎ
な
い
事
、
而
し
て

相
側
議
及
ぴ
日
本
に
川
町
け
い
心
統
計
川
口
時
晴
的
削
肌
一
同
一
小
陀
際
レ
ア
一
は

種
々
の
事
情
を
大
憶
に
於
て
考
慮
し
た
事
を
附
記
す
る
。

註

地
域
内
に
人
ロ
動
態
を
比
較
す
る
に
際
し
て
、
必
要
な
注
意
は
‘

凡
て
一
般
出
盈
死
亡
婚
姻
率
に
就
い
て
是
を
云
H
V

得
る
。
従
っ
て

種
々
是
を
考
慮
し
た
る
年
齢
別
、
性
別
、
英
の
他
の
比
率
が
或
る

程
度
ま
で
と
の
一
鉄
監
を
除
去
し
得
る
事
、
論
を
侠
た
ぬ
o

右
に
就

6
 

は
弐
の
知
〈
云
ふ
。
『
側
々
の
諸
闘
を
比
較

いて
H
M

・V

向。E-話
再

す
る
鴛
め
に
は
一
般
死
亡
山
中
は
無
役
だ
。
何
故
か
な
ら
そ
れ
は
人

口
白
一
性
及
び
年
齢
に
依
る
組
成
を
全
く
計
算
に
入
れ
で
居
な
い
か

ら
だ
。
』
と
、
同
様
の
注
意
は
、
婚
姻
烹
に
就
い
て
も
叉
附
加
し
て

あ
る
。第

三
十
宜
容

第
五
競

一一一』一

七
二
九
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圃
表
(
一
)
に
就
い
て
、

同
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
、
日
本
帝
圃
人
口
動
態
統
計
、
同
記
漣
編

に
依
る
。

川
並
行
白
程
度
を
凡
易
h
p
b
し
む
る
食
品
五
反
だ
け
高
〈
一
万
さ
れ

で
居
る
。

仲

人

口

て

0
0
0
に
謝
ナ
る
婚
姻
致
、
ニ

O
Z高
〈
一
万
さ
れ
て
居

旬。。

圃
表
(
ニ
)
に
就
い
て
、

刷
出
冒
広
三

m
n
r
z
y
v
H
r
c
n
v
R町
山

民

国

g
u
n
g
m
m一
岳
会
出
叫
品
目

H
P
Z
m
g円

H
S岡
。

r母
国
巴
問
。
宮
田
弘
)

死
震
は
且
品
を
峰
除
す
、
一

O
Z高
〈
一
航
さ
れ
て
居
る
。

回【

2
r
t開
戸

0
5
5
5円
。

Z
E
Y
r
z
z
ご
S
H
L内
定
包
関
与
22Mm-

A
V
 一

od月
高
〈
示
さ
れ
て
居
る
。

他
人
口
一

0
0
0
に
到
す
る
婚
姻
鍛
、

る。

一
O
Z高
く
一
訳
さ
れ
て
居

以
上
越
ぺ
た
統
計
援
用
に
際
し
て
の
注
意
は
、
諸
国
の
出
生

死
亡
二
率
の
聞
に
並
行
的
事
賓
の
存
在
を
謹
明
す
る
範
聞
に
於

て
は
自
ら
必
要
で
は
た
く
。

二
率
の
聞
の
因
果
関
係
の
究
明
に

際
し
て
始
め
て
意
義
を
有
つ
事
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

人
口
耐
割
強
並
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目
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Emw
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出
回
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a
 

向
並
行
の
程
度
を
見
易
か
ら
し
む
る
鴛
め
一

oz高
〈
一
尽
さ
れ

て
居
る
。

例
人
口
一

0
0
0
に
鞘
ナ
る
婚
姻
者
数
、
一

O
Z高
〈
一
ポ
き
れ

て
居
る
。

仰

ロ

E
F
a
z
p口市
m
z
a
n
:
三
宮
市

O
J
S
E
ユFm
・一
odn

高
〈
示
さ
れ
て
居
る
。

第
一
一
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人
口
動
熊
並
行
法
則
を
論
ず

斯
く
て
さ
き
に
象
げ
た
ペ
ル
テ
ィ
ヨ
ン
の
諸
例
、
及
ぴ
右
に

掲
ぐ
る
日
本
(
闘
い
衣
一
)
濁
逸
(
闘
表
一
一
)
及
ぴ
英
圃
(
闘
表
三
)
の

統
計
は
、

一
般
出
生
、

死
亡
二
率
の
聞
に
時
間
的
並
行
関
係
の

存
在
す
る
事
を
明
瞭
友
ら
し
む
る
に
十
分
で
あ
る
が
、

乙
の
揚

合
の
並
行
な
る
文
字
が
、
数
皐
的
卒
行
を
意
味
す
る
も
の
で
た

い
事
は
論
を
侠
た
ね
。
以
上
の
中
、
日
本
の
出
生
、
死
亡
二
率

が
比
較
岬
技
庁
の
認
め
雄
山
も
の
あ
る
に
も
拘
ら
や
、

今
試
~~，.. 

に
二
率
各
々
其
の
全
平
均
か
ら
の
年
h
N

の
偏
差
を
算
出
し
、

率
の
相
関
係
教
を
求
む
れ
ば
、

遜
其
の
他
の
諸
例
に
到
つ
て
は
是
に
快
っ
て
大
韓
想
像
し
得
ら

。
、
六
九
九
五
四
を
示
す
。

れ
る
と
信
や
る
。
更
に
二
率
の
地
域
的
比
較
を
見
れ
ば
、
ペ
ル

テ
ィ
ヨ
ン
の
事
げ
た
例
の
外
、

一
九
一
一
二
年
に
於
け
る
世
界
各

闘
の
数
字
は
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

此
の
表
に
依
っ
て
明
か
左
る
如
く
、

死
亡
率
の
高
低
は
大
積

に
於
て
出
生
率
の
高
低
と
一
致
す
る
。
郎
ち
出
生
、
死
亡
二
李

の
並
行
は
地
域
的
に
観
察
さ
る
L

揚
合
に
も
亦
否
定
す
可
か
ら

ざ
る
事
寅
で
あ
る
事
を
知
り
得
る
。
只
プ
ル
ガ
リ
ヤ
は
別
と
し

て
も
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ク
ル
グ
v
f
、
ニ

I
Jア
ル
ラ
シ
ド
、

狽ア

第
三
十
五
巻

七

第
五
就

-
= ー
ムノ、

ケ
ス
ト
ラ
リ
エ
ン
、

一

f
L
Y
-
-ア
ン
ド
等
に
於
て
観
取
さ
る

る
二
率
の
特
種
友
閥
係
は
、
共
等
各
地
方
濁
自
の
事
由
に
依
る

も
の
と
解
し
得
ざ
る
か
、
真
に
他
日
の
研
交
を
必
要
と
す
る
。

告
が
園
に
於
て
は
、
府
間
制
別
人
口
動
態
を
比
較
す
る
事
に
依
つ

て
地
域
的
観
察
が
可
能
で
あ
る
が
、
昭
和
三
年
の
統
計
に
依
れ

ば
、
出
生
、
死
亡
二
容
の
相
関
係
数
は
全
平
均
よ
り
の
各
偏
侍

を
求
め
て
算
出
す
る
揚
合
僅
か
に

O
、
一
一
一
二
五
を
示
す
に
描

r

左
い
。
但
し
、
府
牒
外
移
出
入
人
口
が
極
め
て
大
で
あ
る
事
は

是
を
忘
れ
て
は
た
ら
ね
。

以
上
に
依
っ
て
我
々
は
‘
出
生
、
死
亡
二
率
の
並
行
関
係
が
、

地
域
的
に
は
勿
論
、
日
正
を
時
間
的
に
見
て
も
亦
否
定
し
得
友
い

事
貸
で
あ
る
事
を
承
認
せ
ぎ
る
を
得
ぬ
。
従
っ
て
4

ル
テ
ィ
ヨ

ン
共
の
他
の
諸
撃
者
が
、

と
の
統
計
的
事
寅
か
ら
二
率
の
間
に

必
や
や
因
果
関
係
の
存
在
す
可
き
を
考
へ
た
事
は
極
め
て
慧
眼

で
あ
っ
た
と
云
ひ
得
る
が
、
然
ら
ば
如
何
に
し
て
二
率
の
並
行

が
現
は
れ
来
る
か
、
以
下
死
亡
率
設
の
批
判
に
移
る
。
(
未
完
)
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第
五
披

数字は凡で Statistikdes Deutschen Reichs. N.F. 316に依る。斯〈の知き数

字の比較は数ヶ年平均を採用す司きだが材料不揃の鴛め止むを得なかった。

a) 生向生百中一年以内四死亡~~数
b) 例外的に低い二三年四外40~~ 内外を示す

七


